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いつまでも口からおいしく食べたいという気持ちを思いをかなえる
為の介護について講義をいただきました。
食事が変われば介護も変わる。介護度が高まるにつれて常食が食べ
づらくなり、要介護５ではわずか17パーセントである。
摂食嚥下機能の低下、舌の動き、リクライニングの角度が及ぼす影
響などについて実践を踏まえながら、隣同士で組になり実際に嚥下
機能体験をする実習も行われました。食事内容と口腔機能が咽頭の
食塊の状態を決定するそうです。食べるプロセスを理解して正常に
近づける工夫が必要だと思われます。介助体験では、要介護者の食
事（正常な食事行為と比較し、食事の際の障害の原因）について考
える機会となりました。介護者の食事姿勢や正常な食事との比較を
体験。在宅介護の場で、普段の食事の様子や家族の介助の方法に役
立つ内容であったと思います。
在宅介護の場は家族が一生懸命に試行錯誤しながら食事介助を行っ
ています。今回のような貴重な機会を在宅で頑張っている方々にも
届けたいと思います。藤先生ありがとうございました。

　　　経口摂取が難しくなってきた方に対しての
口腔ケアからのアプローチについて
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